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はじめに
“一番おもしろかった。
きょうは雲がうれしいなをふりました。みんなでラツオ体操の美多をありました。”
これは私の受持の一生徒の日記の一部である。中学部一年という彼等のことばの表現は
とんなだった。私が今の学校に勤めるようになって，ことばで意志を通じ合うことの大変
に困難な生徒の生活を知るために，自分の受持の生徒に毎日の日記を書かせた。ところが
半数以上が上述のような文を書くのが精一ぱいである。私が畠ちがいの作文などといい出
したのはこんなところからである。そして現状を把握し何とかしてより良い文が書けるよ
うにとの願いから次のような調査と指導の過程を考えて見た｡諸先生,先輩方の御高評を
願ってやまない。
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調 査
1．対象
a本校（石川県立ろう学校）中学部1年B組，これは男5名女2名のクラスと2年
C組の男4名女3名の2クラス。いずれも私が週一回の作文の授業を受持たせても
らっているクラスである。
b普通校の資料として，市内I中学校1年生男16名女13名である。これは友人のY
先生の受持の生徒である。
c本校中学部1年生が使用している教科書が普通校小学校5年用のものであるとこ
ろから，市内B小学校5年男27名女22名の作文を参考資料として借用した。
2．方法
上記3校の生徒児童の書いた作文とテストにより次の項目に従って分類対比してみ
／
る。
3．分′類
a作文について
I作文が書けるもの
Ⅱ半分ぐらい書けるもの
Ⅲ不完全だが内容が読み取れるもの
Ⅳ全く書けないもの
b教科書について
I教科書のことばの説明ができるもの
Ⅱ教科書のことばが使えるもの
－－9一
ノ．
一
I
I
音
忽ー里症
Ⅲc 会話文の表現
I話しことばの表現ができるもの，
Ⅱ話しことばの表現ができないもの
d普通校との対比
I本校中学部1年，2年と市内I中学校1年生,市内B小学校5年生のｲ散を分
類のa～cの各項について対比する’
調査の結果
a作文について
I書けるもの
資料に使用した作文のうちで文として読むことができるものであるが，ことばの
使いあやまりや文法などのこまかい点になると確かではない。ここに原文のままの
，生徒の作文を参考までに示すならば，
：皆はそろって遠足で内川方面へ行った。私はほくほくしながら学校の門を出た｡
何か少しなじめないことばを使っているがこのような文は“書けるもの”の中に
入れた。本校では1クラスに2名ていどしかいないのが実状である。
Ⅱ半分ぐらい書けるもの
ちょっとの話し合いで助けてやると思い出して書き出すが助詞や動詞などの活用
や使い方がまだ良く理解されていない。漢字なども不確実なものが多く，この段階
の生徒は全体の約30%ぐらいはいる｡ある生徒は，
今日は遠足へ行った○始めに運動場で集めました｡前からうしろまで二人でいつ
／しょに並んで歩いていった○かたがけカバンの中でおやつがたくさんがある。
「重いなのでいたいねb」，
といって大へんがまんでした。
と遠足のときのもようを書いているが，これらはちょっとした指導でまったく楽し
、い文が書けるようになると思う。
Ⅲ不完全だが意味がわかるもの．
本校生徒中1番多かったのがこの段階の生徒である。文は読みなれるまでなじめ
ないが手話などまじえると意図は伺えるものがある。
学芸会のとき出番を待つ生徒のに次のようなのがある。
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いまはすごいのさむくになりましたのでからだをブルブルをいますのでぼくはが
まんです。
早いはできたのを来たので学芸会は教室を来た。いまははじめに自分のはずかし
いを思いましたのでお客様をたくさんのいます。
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、また遠足を書いた別の生徒は，
●一
きょうは雲がふってでした。
みんなで学校をおくれてしました。
ぼくは山に遠いをなりました。ぼくは走した川を小さいをありました。
これらをよく読んでいると一つの文形が見出される。これは彼等の手話に基ずい
ているので直接的で,できるかぎり簡便化している。
またこの段階の生徒に宿題に作文を書かせると，必ずといっていいほど，父兄や
寮母が書きかえてしまう。これは彼等の作文力，自主的な態度，強いては生徒達自
身に自信を持たせるということについて大きな害になるものであると私は考える。
Ⅳ作文が書けない
用紙と鉛筆を与えたのではまったく何も書けない。教師と生徒が手話で話の内容
を把握し，単文に書きそれを生徒に模写させながら文というものを学習させる段階
の生徒である。全体の中で10%ぐらい存在する。
b教科書のことば
I.教科書のことばの説明ができる
ろう学校用中学部教科書‘‘国語1”と“国語2”を参考にその中に出ていること
ば（単語及び熟語）を無規律に取り出し，その説明をペー パテストした。結果は自
習能力,暗記力の良いものと一致している。60点以上のものは約38％である｡
Ⅱ教科書のことばを使うことができる
前記ペーパテストの問題より無規律に選んだことばで生徒達に単文を作らせた。
20語中10語以上を使えたのは23％である。
このテストによって，学習したことばは，単語や熟語それ自体を覚えることはで
きるが，活きたことばとして，それを使うことのできない生徒が多いことがわかっ
た｡今回の資料の中に入ってはいないが,疑声語,疑態語だけのテストも興味ある
ものではないかと考える。
c会話文の表現
Iはなしことばの表現ができるもの
作文の中に会話文が入っているかいないかを調査した630％ぐらいの生徒は作文
・中に会話をはさんである。しかしこれらはあくまで音声としての言語を受け入れる
ことの困難な生徒のことなのでその会話は想像の域を脱しない。いいまわしなど不
自然さはやむを得ないが，意図は表現されていると思う。
遠足を書いたある女の生徒は
前川さんが
「今日はいい天気だな｡」
といっている。
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石野さんの家の前まで来たとき石野さんはIまずかしがっていたので私は｢どうした
の，はずか､しがっているの？｡」と聞いてみると米崎さん伽｢石野さんの家よみん
ご
なはしらないようにして歩くのよ･」といった。
私は
「どうして｡」というと米崎さんが「石野さんがみんなは私の家がわかってしま
うのはきらいといったのよo」
と答えた。私は
「なあんだ｡」とった。
ミというぐあいに書いた。いつもならこれで私も赤ペンでまるをつけて帰すところ
だが，何かもう少し方言や女らしいことば使いの指導があると思った。しかし彼等
はあくまで手話から推しての会話だからむりもないと思う｡参考までに市内I中学
校の生徒のものを取り上げて見ると，
そのうち，うちからお嫁に行ったねえちゃんが来て，
「屋根がとばされたさけ，来てたい｡」といったので，あんちゃんとたけちゃん
－し～…、~シーー一 ー～～一
がオート三輪にのって行った。
?
1
簡単なことばではあるが本校の生徒には~､~､~､ﾍﾍ部分のような表現侭できない。
もう，つ同じ台風のときの市内B小学校5年生の作文を取り上げて見ると，
ぼくはいそいで土間の戸をおさえた。母ちゃんも来ておさえた。
「母ちゃん家のこっちがわのまどがたおれそやがいね｡」
「あ－ほんまや清ち，そっちの戸,しっかりもつとんまつし'坪やんまど
の方行くさけ｡」
「お－,だいじょうぶやはよはよ｡」
「母ちゃんどうしるおとるしい･｣…
と弟のなきそうな声もきこえた。
－
これら3つの作品を読んでみると,I中学,B小学校のものは日常我々 が使って
‘いる方言をふんだんに使っており，その場の雰囲気が目の前にあるようにわかる
が,ろう学校の生徒のそれと比較するのが無理なのかも知れない｡だからあくまで
参考までである。‘｜
！
Ⅱはなしことばの書けないもの．
，
この中には書く能力はあるが，書かなかったものと，まったくはなしことばを知
らないものとがあるが,調査の整理上これらは同じものとして取り扱った。
d普通校との対比
以上，a～cまでの項目についてI中学,B小学校の生徒,児童の作文を撰較し
たが調査を通じてこれらは比較する性質のものとはまったくちがった別の観点から
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ふればならないものであることがわかった‘資料としてもI中学‘息小学校①見
生徒，児童の作品を対比するというのではなく，参考資料として中学1年生のスタ
ンダ÷ドたしかめるていどにとどめたい．
普通校に私が作文担当の先生をたずねたとき，｢作文だけはまったく,個人指導
によらなければならない。それは，個々 のまったく別々 な人間性をその個性に応じ
て成長させなければならないから｡」とのことばは，普通校においてもその作文教
育のむずかしさが伺えた。
以上a～dまでの結果は表1，表2を参照されたい。
表1石川県立ろう学校中学部と市内I中学校生徒の作文傾向比較表
〆
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段階1
第1次限は簡単な話し合いのうちに，生徒達に特別の指示を与えないで自由に作文
を書かせた。全体の共通した話題であることが必要だったので，題は."春の遠足”と
きめた。
次の時間はその中の良いと思われるものを生徒が教室に入って来る前に黒板いつぱ
いに書きならべておいた。
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石川県立ろう学校中学部 市内I中学校
??????
書けるも
の
半分ぐら
い書ける
不完全だ
が意味は
わかる
書けない
意志の表現は自由にするが
ことば使い，文法などのこまかい
点になると確かではない。
少しの話し合いでたすけると
思い出して書くが，助詞や動詞の
活用などは確かではない。
文法，話題の順序は前後するが，
生徒の意志を察式るこ‘とができ
る。
手で教師がこれを文字に変える，
これを模写する。
積極的に新しいことばを使い，Ⅲ
自分の主張,理想なども自由に表
現できる。
文中わからないことばのつなが
りや不完全なもの，漢字の誤り，
あて字が多い，音便などもとばし
てある。，
t ，
???????
ことI
説明
蚤の
ことばの
使用､･
教えられたものについては，暗記
が可能である ◎
ことばの説明ができても利用し
活用することは困難である。
，
学習成績と一致する。
説明できないことばでも使い方の
わかっているのものもある。
はなしこ
とばの書
けるもの
想像の域を脱しないので不自然さ
はあるが，その場の意図はわか
る。
充分にあり，方言も活かされ，雰
囲気もあふれている。
ン表2石川県立ろう学校中学部と市内1中学校生徒の作文傾向比較グラフ
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生徒達の反応は，教室に入って来るなり何であるかを確かめるため，けげんな顔で
読みはじめ，次に誰が書いたのかを論じているようであった。
・始業のベルが鳴ったので私は彼等に話の内容を理解させ，この作文はいくつかに分
けられることに気付かせ，大体4つに区切った。黒板に書かれた作文は黄チョー クで
4つの部分，
1．朝学校に集まIって出発するまでのこと。
2．学校を出発して目的地に着くまでのこと。
3．目的地に着いて遊んでいるところ。
4．かえり道から家に着いたときのことなど。
‐そしてこの一項目ごとに充分に話し合いさせた。その後，生徒達に画用紙を与え，
ノ
できるだけくわしく絵に画かせた。
3次限目は，4枚の絵をそれぞれの前に並べた。自分の遠足の思い出が画用紙一ぱ
いに画いてあるので，これを見れば容易に春の遠足が思い出されるわけである。
そしてこの4枚の内一番自分が興味をひかれたのは，つまり，
「この中で一番おもしろかったのはどこだろう？」と私は生徒達へ，各自の中心に
なる絵を選ばせる。
そして，
，「この1枚の絵の中にあることをできるだけくわしく書きなさい。もちろんどんな
話をしたかも書くんだぞ｡」生徒達は，すぐ鉛筆を持って書きはじめた。
4次限目は，一番はじめに書いた作文と，一番おもしろかった部分の絵を見ながら
書いた作文とを，プリントし生徒に観賞させた。
「どうだ前に書いた作文と一番おもしろかったところの絵を見て，書いた作文とど
ちらがおもしろいだろう｡」というと彼等は何か新しいものを発見したときのように
喜んでいた｡書ける生徒は書ける生徒なりに，また単文しか書けない生徒でもそれな
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りに，自分の力にいくらか自信を持,ったようである。
段階2
､第5次限は私は教室へ，画用紙を持って入って行った。
「この時間は作文の時間だけど，みんなは絵を画いてもらう。題は,百万石まつ
り｡｣生徒達はすぐ要領を理解した。'このころ金沢市祭の百万石まつりがあ．り，授業を
早く打切り校外指導だったのでrその題材を取り上げた。
生徒達は一心に画いていたが，ひき上つだものを見ると,,どれもこれも図画の時間
に画くような絵ばかりである。そこでなるべく良く似た場面を画いている生徒の絵を
取り上げ，（これは多分に画き易いものを画いたという気もするが)，黒板にその模
倣図を画き，それについてもう一度，話し合いをさせた。そして生徒達から出て来る
話をつぎつぎ黒板の絵に画き込んで行った。，
でき上ったものは，みんなの合作になってしまったが，その絵から書いた作文は,､
決して全体の合作ではない。6次限は,黒板の絵を見ながら,生徒達は作文を書い
た。この次からは，保存やでき上りの点からもモゾー 紙にマジックインキで書かせよ
うと思う。‘／
この段階で予定がちがったのは，生徒達の画く絵は作文に都合の良い絵ではなく，
図画の時間に画くような画き易く，印象的なものになってしまうということで織る。
しかし,彼等の書く作文はその絵の中だけにとどまるものでは決してないことも理解
できた。生徒達は絵,そのものから作文するのではなく，絵が目の前にあることによ
って，百万石まつり全体を思い出しているのである。
いうなれば,教室で絵を見ている生徒ではなく，街で百万石まつりを見ている生徒
になっているのである。
段階3
作文の前に1枚1枚絵を画いていたのでは時間的な効率が悪いので，私は作文の題
材は，どしどし写真にしておくことにした。私の写真機には，いつもフイルムが絶え
ることがない。また自分で現像などができたので，題材は比較的自由になった。
段階3で取り上げた題材は，校内相撲大会である。これを3枚の写真にまとめた。
15男子生徒が，自分達でお互いにまわしをしめ合っているところ。
‘ゞ 2．黒板に自分達のクラスが次第に勝ち進んであるのが記録されているところ。
3．優勝戦のところ。
これを生徒に見せたところ，最初は,写真そのものに見入っている。ああだ,.こう
だと手話がつづいた後，ようやく席に治まった。‐
この相撲大会の題材は予想外にうまくいった。写真を見ながらの話し合いも大変活
溌だった。しかしここでも失敗はないでもない。
2番目のトー ナメントを組んだ黒板の写真を見て平素あまり長い文を書かない生徒
は，
/1Aと1Cは1Cが勝ちました。
1Cと2Bは2Bが勝ちました。
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2Bと3Cは2Bが勝ちました。
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というふうである。
観賞の時間に私は，この生徒の文を読み終ってから,
「朝の時におきました。
かおをあらいました。
歯をみがきました。
ごはんをたべました。
ようふくを着ました。
家を出ました。
電車にのりま‘した。
’小立野までのりました。
」
いつも同じことを並べる生徒には，いつも私はこの文をいうのである。このときも
生徒達は「わかった，わかった」といってわらった｡
また写真にないことや自分の考えを書いた生徒に対しては，＝
､0
「自分で考えて書いた作文は，赤ん坊がお母さんに手をひいてもらわずに，，人で
歩けるようになったのと同じだ，えらいえらい｡｣、とほめておいた．
段階4．
7月も半ばごろ校内の水泳実習が行なわれた。これを数枚の写真にして,全体の写
っているものを生徒全員に与え，夏休み中の宿題とした。
「この写真から思い出したことや，考えたことを何でも書いて来なさい。」そして
夏休み中は毎日の日記は絵日記にして来なさいとつけくわえておいたo9月に入って
持って来た作文は，大なり小なり家の人達の助太刀が多くてがっかりした。
私は，
「先生は，みんなはもう1人で歩けるようになったと思ったのに,またお父さんや
母さんにおんぶしてしまったな｡」といってがっかりして見せた。これも生徒達から
親に助け舟をたのんだのではなく父兄の教育の熱心さのあまり止むを得ずなおしてし
まったのだろうということはわかっていたが'9月半ば18号台風が相当の被害を残し
て行ったので次の時間は新聞の大写しの写真で各々 の家はどうだった,という話し合
いをして書かせた。このときにはまた前のように自分達で一枚の写真から当時のもよ
う．を思い出して書くことができるようになっていた。，
私はもう台風なんていやになった。もうこんな台風なんてこないのがいいだろう。
どこの町もみんなひどいことになった。
、また別の生徒は，
－
－16－
I
β
トー－
一一一｡▲P4－－■－－－－一一一一一一一壱一一
私は実に台風は今，始めて心に強くおぼえた。
昨年も台風が来たがこわいなかった。強い風がふくとこんなことになるとは知らな
い。でも今はじめて見たのです。台風の名前は室戸台風です。昔1ぺんおなじ風がふ
いたのできまったのだと思います｡・
秋はたくさんのくだものがなるのに,この風で落ちたと思うと,｜これで台風は吹い
て来ないようにしてほしいと思います。
この二つの作品を読んでもわかるように，自分の考えなど書いて，以前よりも確か
に，1人で歩いて行けるというようになって来た。，
段階5
とこらで教師が題材を選ばないで生徒自ら題材を選ぶように指導したい。丁度秋の
運動会のとき，約20場面ばかりのスライドを製作した。
生徒達は興味深くスライドを見た。事後処理として一番おもしろかった場面を,
2，3指摘させた。
1．100米競走
2．昼食時の仮装行列
この2枚のスライドをもう一度写し，話し合いをした。スライドは運動会をもう一
度思い出させるために用いたので先段階の絵から見ると，作文は，困難であることは
予想されたので話し合いの時間を前より長くとった。できた作品は100米競走や仮装
行列だけではなく，朝の開会式のときのようすを書いたものなどあって，やはり目前
に絵がないと，まとまりにくいのだということがわかった。
段階6
秋の遠足の8mmフイルムを製作したので，これを題材に使った。
生徒達に見せると，自分が，また友達が動いて写っていることに非常に興味を持っ
て見ていた。そして生徒達の催足で2度もうつした。事後の話し合いも大変活溌に行
なわれた。そこで話題の中心になったカットをもう一度編集し，短いものに作り上げ
て，今度は作文を書くために見るんだからといってもう一度見せた。生徒達は何回見
てもあきないらしく，大変おもしろがっていた。内心これはうまく行くと思いなが
ら，さっそく作文用紙を与えた。
書き上った生徒達の作文は以外に平凡なものにしかならなかった。
予想通りにならなかった理由として次のことが考えられる。
（1）静止している絵やスライドより興味を持って見るが，動作のおもしろ味，時
間の移り変りが良くわかるのでそれらに気を奪われてしまう。
（2）時間的にすぐ消えてなくなってしまう。
（3）書ける生徒は非常に良く書くが，そうでない生徒はまったく書けない。つま
り個人差が極端になる。
中でも（2）のようにすぐ消えて行ってしまうものに対しては，見ながらそれを書
くということに対して大変不利になり，これはあまり効率の良い方法とはいえない。
段階7
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消えてなくならないものでもっと良く考えて生活経験などを書かせようという意図
・／・
から試みに行なってみた。
私が教室へ’給食のパンを，つ無雑作にぶら下げて入って行った。
「今日は’このパンを作文に書こう。けれども皆はきっと，一パンをたべまし
た。おわり。－としか書けないだろうな｡」と黒板に，
パンをたべましたO'
おわり。
と書いた。生徒達はわらって口々にそれはだめだという。これはしめたと思い。
これはどんなパンだとか
店に売ってあるのとどうだとか毎日誰がどんなふうに持って来るのだろう。
など20分ばかり話し合い，作文用紙をわたしてから，教卓の上に給食のパンをポンと
置いた。生徒達はすぐ書きはじめた。
でき上った作品は大変おもしろいものになった。
友達のパンのたべ方，給食のときひっくり返したこと，またある女生徒は,
私は宮村さんに，
「パン1つは少しだね。」というと宮村さんは，
「うんそうよ，おなかいっぱいではないね｡」といいました。
私はお母さんのべんとうの方が良いと思います。
などと書いて，給食の質というものを考えさせられた。
つまりこれらは絵でいうならば静物写生ということになろう。生徒達は8mmより
も作文の題材としては’自由でそして消えてなくならないし，また毎日の生活に直接
むすびついているので書き易いものにちがいない。
段階8
静物写生文が可能ならば人物写生文だってできるにちがいないと考え，クラスの，
人をみんなの前にこしかけさせ，
「これは誰だい。」ととぼけて見せた。生徒達は，おかしがってわらったが，話し
合いは，性質や’体が小さいとか大きいとかいっている間は良かったが，いたずら
や，誰かとけんかしたことなど出て，あのときはどっちが悪かったんだとか何とかい
っているうちに本当にけんかになってしまった。そして前に出された生徒は，泣き出
してしまった。けれどもこれは作文になると思った。モデルカミ泣いてしまったので，
その生徒を席に帰してしまってから，
「先生は何をいわれても泣かないから,先生を見ながら何でも書きなさい｡どんな
わるいことでもいいよ。」といって,こしかけて目をつむった･途中で茶目な生徒
が，本当にねむったのではないかと私の顔をのぞきに来た。
書き終った作品は，大変私の心をなぐさめてくれるものになった。
もう1人人物写生として，家族を書かせたかったので，
「こんどは，家の人誰でも良いから写生して来い。けれどもお父さんやお母さんに
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はだまって書いて来るのだぞ｡」′と宿題にした。これは，家庭生活などわかって効果
のある作文だったと思う。
j廷
段階6
もつともむずかしいものかも知れないが，「自分」という題材，または自分の考え
や理想などについても指導して行きたいと考えていたが，現在までに資料を集めるこ
とができなくて残念である。
二
表3指導過程略図
段階1‐
→ いくつかに区切る
??
自由に作文させる→
良いものを全体に示
す
ノ
↓
’区切った一つ一つを絵にかかせる段階2
苗
’’ |絵を見なが‘→題材を絵に書かせる
段階3
題材を数枚の写真に
しこれを示す
、
段階4
ノズ
／
題材を一枚の写真に
しこれを示す
|→写真を見ながら
、
段階5
一
|→’
?????
興味のあるカットを
選ばせるスライドを見せる
段階6
興味のあるカットを
→
編集してもう一度見せる8mm映画を見せる
段階7
’具体物を示す
段階8
’ ’’ て主張，書かせるモデルを前において
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1ま とめ
段階の1から8まで生徒達と楽しく書ける作文にしようと指導して来たが，段階が
進むIごつれてその困難さ,は増し，私の指導技術の拙さも加わってなかなか思い通りに
はならなかった。
私は，作文を通じて教師と生徒があたたかくとけ合って楽しく語り合うものにした
いというのが現在の願いである。事実作文の時間ほ楽しいし，字を書くことがいやで
ならなかった生徒も今では何かめずらしいことがあると，「先生作文.′」といって来
るようになった。
生徒達との作文の話し合いの録音テープも7巻もたまった。
私は本校に理科の教師として俸職させてもらっているが，今後もずっとこの作文は
続けていきたいと思う。
そしてこれを契機に諸先生，諸先輩のよりよい御指導をたまわりたいと願ってい
る。
最後にこの報告に御力添え下さった金沢市立馬場小学校，泉中学校,小将町中学校
の諸先生に感謝の意を述べこの報告を終りたいと思う。
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